
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　
フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

【
日
程
】

第
１
ク
ー
ル
＝
５
月
13
日
（
日
）

・
20
日
（
日
）
・
27
日
（
日
）

第
２
ク
ー
ル
＝
６
月
３
日
（
日
）

・
10
日
（
日
）
・
17
日
（
日
）

【
時
間
】
９
時
〜
12
時

【
場
所
】
宝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
参
加
費
】
無
料

【
対
象
者
】

第
１
ク
ー
ル
＝
香
長
小
・
山
田

小
・
繁
藤
小
・
大
栃
小

　物部川の水運は、藩政時

代初期１６６０年代、山田

堰と舟入川が完成されて大

きく変化を生じたと考えら

れる。

　寛政年間（１７８９年頃）

には、舟入川で高知への通

行が可能となり、底の浅い

平舵舟（川舟）で、２０石

（約３トン）の年貢米を乗せ、神母ノ木に集めて

船団にして高知へ送り、帰路には本山や豊永、物

部川上流部への生活物資を持ち帰った。

　材木は、神母ノ木で集め、舟入川へは筏で流し

た。物部川の上流へは曳綱で遡行させていたので

水運関連産業には多くの人手を要し、神母ノ木の

荷揚場もあって、にぎわった。ヒノキやスギの種

苗の生産も県下一であった。

　片地の鍛造業は農林業用刃物から発展し、鋸の

生産量は県下一と言われ、各地の資料館にあるも

のは、ほとんどが片地印となっている。

　さらに、船谷では製瓦業も盛んで、藩政時代後

期からお城下や京都藩邸などに送られ、明治時代

には瓦業が３２軒もあった。

　藩政時代末期に香北町太郎丸の郷土史家竹内重

意が、神母ノ木渡場の図を残しており、材木売さ

ばき所・古道具屋・船乗場・茶店・飲み屋などが見

られる。

　明治時代は、物部川の水運が最も盛んで、大小

いくつかの料亭があった。有名な料亭には、“松

月”“円月”“宮地”“夜明”があり、現在も住宅と

して残っている。この中でも松月は大きく、敷地

約６００㎡、仲居１３人、芸者５人、板前３人、屋

形船３隻を持ち、収容人員約１００人というから田

舎の料亭でも一

流であった。

　なお、神母ノ

木の村名は、文

化年間（１８０４

頃）が初見であ

る。

（香美史談会）

第
２
ク
ー
ル
＝
楠
目
小
・
舟
入

小
・
片
地
小
・
佐
岡
小
・
大
宮

小※
い
ず
れ
も
４
年
生
以
上
の
児

童
で
、
各
ク
ー
ル
先
着
20
名

【
締
切
日
】

第
１
ク
ー
ル
＝
５
月
５
日
（
土
）

第
２
ク
ー
ル
＝
５
月
26
日
（
土
）

【
主
催
】
土
佐
山
田
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】
土

佐
山
田
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ　

山
崎

☎
52
・
４
４
０
９

◆
第
３
回　

香
美
市
長
杯

（
健
康
づ
く
り
推
進
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
）

【
日
時
】
５
月
10
日
（
木
）

【
場
所
】
土
佐
山
田
ゴ
ル
フ
倶

楽
部

【
料
金
】
キ
ャ
デ
ィ
付
（
１
万

円
）
、
セ
ル
フ
（
８
千
円
）

※
昼
食
・
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付

き
。
別
途
コ
ン
ペ
参
加
料
金
と

し
て
３
千
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
罰
則
金
】
池
ポ
チ
ャ
・
Ｏ
Ｂ

各
200
円
（
上
限
千
円
）

※
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

　

私
は
、
河
南
省
鄭
州
か
ら
来

ま
し
た
。
鄭
州
大
学
で
は
物
理

を
専
攻
し
、
昨
年
修
士
を
卒
業

し
ま
し
た
。
今
は
高
知
工
科
大

学
で
知
能
機
械
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。
博
士
１
年
で
す
。

　

私
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と

卓
球
が
大
好
き
で
、
趣
味
は
読

書
と
音
楽
を
聴
く
こ
と
で
す
。

私
は
一
見
、
内
向
的
に
見
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
朗

ら
か
で
、
つ
き
あ
い
が
よ
く
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
大
勢
で
楽

し
む
の
が
好
き
で
す
。

　

高
知
の
気
候
は
鄭
州
よ
り
、

温
暖
で
す
。
同
僚
と
友
達
の
お

か
げ
で
、
私
は
高
知
の
生
活
と

研
究
環
境
に
早
く
慣
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
高
知
は
き
れ

い
で
、
静
か
で
す
。
空
気
は
と

て
も
良
く
、
学
習
す
る
の
に
適

し
た
場
所
で
す
。
交
通
も
便
利

で
、
私
は
よ
く
学
友
と
高
知
市

に
も
行
き
ま
す
。
私
は
こ
ち
ら

に
来
て
か
ら
、
日
本
語
を
勉
強

し
始
め
ま
し
た
の
で
、
私
は
日

本
語
が
ま
だ
そ
ん
な
に
上
手
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

香美史

記訪探
第３４回
   神母ﾉ木の隆盛　 
（土佐山田町神母ﾉ木）
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郭　

小　　　　　　　

 　
　
　
　
　
　
（
中
国
河
南
省
鄭
州
市
）

広報かみ平成広報かみ平成２２年２年１２月号２月号広報かみ平成２４年４月号 広報かみ平成２４年４月号２７ ２６

掲　

示　

板

いかだ

ひらだぶね

のこ

ひきづな そこう

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

掲載を希望される方はお問い合

わせください。締切日は誕生月

の前月１日まで。  

      総務課☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

　　

(山田高校マンガ部)

　

私
の
高
知
工
科
大
学
で
の
研

究
は
材
料
で
す
。
世
界
で
最
も

先
進
的
な
科
学
の
一
つ
で
す
。

私
の
先
生
は
こ
の
領
域
の
と
て

も
有
名
な
教
授
で
、
私
た
ち
は

よ
く
討
論
し
ま
す
。
私
は
こ
の

領
域
の
研
究
に
従
事
す
る
こ
と

が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
研
究

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

中
国
と
日
本
の
文
化
に
対
し

て
、
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。
両
国
の
友
好
的
な
歴
史

を
ひ
も
と
く
と
、
と
て
も
長
い

年
月
が
あ
り
ま
す
。
帰
国
し
た

ら
、
皆
さ
ん
の
友
好
と
私
の
見

聞
を
友
達
に
伝
え
た
い
で
す
。

　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

健
康
と
仕
事
な
ど
万
事
順
調
に

い
き
ま
す
よ
う
に
と
祈
っ
て
い

ま
す
。

【
申
込
方
法
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電

話
・
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
※
先
着
50
組

【
申
込
期
限
】
４
月
26
日（
木
）

【
主
催
】
香
美
市
長
杯
実
行
委

員
会

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

〒
782－

０
０
５
１

香
美
市
土
佐
山
田
町
楠
目
字

油
石
山
３
５
９
４－

１

土
佐
山
田
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

☎
52

・

３
１
６
１

   

52

・

３
１
６
２

犬
や
ネ
コ
は
心
を
い
や
し
て

く
れ
ま
す
が
、
マ
ナ
ー
を
守

ら
な
い
人
た
ち
の
せ
い
で
、

動
物
も
飼
い
に
く
く
な
り
ま

し
た
。◇　

　

◇　
　

◇

本
当
に
ネ
コ
の
フ
ン
に
困
っ

て
い
ま
す
。
野
良
ネ
コ
に
エ

サ
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
て
も
、
ご
近
所
だ
と

言
え
な
い
っ
て
。

◇　
　

◇　
　

◇

不
燃
物
の
収
集
日
に
回
収
後
、

次
々
と
ご
み
を
持
っ
て
き
て
何

日
も
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
お
互
い
に
マ
ナ
ー
を
守

り
た
い
も
の
で
す
。

（
第
22
回
か
み
か
み
ク
イ
ズ
応

募
か
ら
）

▼
今
月
号
の
表
紙
は
、
な
か
よ

し
保
育
園
の
園
児
の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ま
の
協
力
に
よ
り
作

ら
れ
た
市
民
憲
章
。
こ
の
子
た

ち
の
未
来
を
明
る
く
照
ら
し
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。
（
細
木
）

▼
い
よ
い
よ
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
市
長
の
施
政
方

針
に
あ
っ
た
学
力
向
上
等
教
育

の
充
実
を
追
い
風
に
し
て
、
我

が
家
の
三
兄
弟
に
は
、
勉
強
を

も
っ
と
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。
（
公
文
）

文

工科大学雪ｹ峰牧場

舟
入
川

神母ﾉ木
松月跡

片地

船谷
物
部
川 

物
部
川 

国
道
１９
５
号 山

田
堰
跡

山
田
堰
跡

グ
オ 

シ
ャ
オ
ウ
ェ
イ

テ
イ

▲物部川をはさみ神母ノ木を望む

ＦＡＸ

　　

56


